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「日本DMAT(災害派遣医療チーム)
隊員養成研修」へタスク参加してきました

　令和4年８月29日から31日の３日間、山口県内で開
催された日本DMAT隊員養成研修にタスクとして参加
してきましたので報告します。
　私は2012年にDMAT隊員養成研修に初めて参加し
DMAT隊員資格を取得しました。以後、DMAT隊員とし
てDMAT技能維持研修、ブロック訓練、自衛隊航空機
実機訓練、政府総合防災訓練などに参加しています。参
加する度に研修資料の内容やEMIS（広域災害・救急
医療情報システム）がリニューアルされ、自己の知識も更
新し続ける必要性を感じ、この度、インストラクターにな
るためにタスクとして日本DMAT隊員養成研修のタスク
として参加してきました。
　DMATタスクとは、DMAT隊員養成研修修了者で研
修運営参加を希望する者です。またDMATインストラク
ターとは、タスクとしてインストラクター要件を満たし
DMAT事務局より認められた者で、各種訓練や研修な
どにおけるインストラクションと運営・企画、発災時
DMAT本部活動をマネージメントできる能力などの役割
が求められています。
　
　研修は、1日目は、朝8時30分から19時まで座学＋
ワークショップ、2日目も8時30分から18時30分過ぎ
まで座学＋シミュレーション、3日目は午前中に座学、午
後から近隣の空港へ移動しSCU（Staging Care Unit）
で実践訓練を行いました。

　今回、初めてタスクとして初日の研修開始前のスタッフ
ミーティングから研修最終日まで参加しましたが、インス
トラクター・タスクとして講師で参加することは教わる
側と比べて全く違うものでした。座学でのインストラク
ションを実践する難しさを改めて実感するとともに、名札
に「講師」と表記される責任の重さを痛感しました。また
座学やシミュレーションが円滑に行えるように事前の準
備がとても重要であることを学びました。
　そして何より、全国から集まるインストラクターやタス
クの方 と々の情報交換や交流がもてたことは大きな収穫
となりました。

　最終日の実践訓練では、研修生に混ざってプレイヤー
として参加しましたが、インストラクターの視点を持ちな
がら参加することで実践での重要なポイントを再認識す
ることができ、とても貴重な経験を積むことができまし
た。

　東広島医療センターが位置するこの広島中央医療圏
にはDMATインストラクターがいません。私はまずこの広
島中央医療圏における初のインストラクターを目指して
います。インストラクターになるにはまだ時間がかかりま
すが地道に努力して行こうと思います。

看護部長　榎　実穂

「令和４年度圏域地対協研修会」に
シンポジストとして参加して

　去る、令和５年２月５日（日）に令和４年度圏域地対
協研修会が東広島市芸術文化ホールくららにおいて、
ハイブリット形式で開催されました。今年度のテーマは、
一昨年末の大阪府のクリニック放火事件や昨年の埼玉
県の医師殺人事件から、「医療・介護現場における安
全確保について～暴言・暴力への対応～」でした。
　会は、広島大学病院 医療安全管理部　伊藤 英樹教
授の特別講演「患者協働が育む医療の共通理解」のあ
と、シンポジウムが開催され、私は看護職の立場から、当
院の暴言・暴力対応への取り組みの実際を発表させて
いただきました。
　発表に先立ち当院の取り組みの実際を、勇木院長先
生をはじめ、高橋副院長先生、道面医療安全管理係長
など多くの関係者の皆様から教えていただく中で、当院
は暴言・暴力に対して職員が力を合わせて取り組んで
いることを強く感じました。この職員が力を合わせて対
応している実際を発表できればと思い、当日に臨みまし
た。
　発表後、出席者の方から「平成17年からの取り組みと
は、すごいですね」や、救急外来の緊急コールの詳細に
ついて尋ねられるなど、当院の対応の実際をお伝えでき
たように感じました。一方で、介護職のシンポジストの方
の発表では、介護現場の厳しい現状に衝撃を受けまし
た。介護現場も医療現場と同様に利用者の大半は暴

言・暴力などの迷惑行為を行う人ではないだろうと推察
します。今後何らかの形で、介護現場と医療現場が協同
して暴言・暴力対応に取り組むことができればと感じま
した。私事で恐縮ではございますが、慶應義塾大学大学
院　前田　正一教授とのご縁から、厚生労働省　医療
現場における暴力・ハラスメント対策教材製作編集委
員会で教材作製に携わらせていただきました。その過程
で前田教授や委員の弁護士の方々の暴言・暴力事例
に対する見解に、多くの感銘を受けるとともに正しい知
識を身につけることの必要性も痛感しました。
　いま、看護職員一人ひとりの安全を守り、精神的暴力
やセクシャルハラスメントなど報告されにくい暴力等も適
切に報告できるような職場の安全文化の醸成が求めら
れています。当院看護部では、上記の暴力・ハラスメン
ト対策教材を用いて看護師長の研修会を始めました。
各部署の要である看護師長の安全に対する知識、技術
を高めることは、看護職員の安全を守ることにつながる
と思っています。今後も医療安全管理室と連携を取りな
がら、院内で暴言・暴力対応の研修会などを開催でき
ればと思います。

　最後になりましたが、本研修会の発表にあたりご支援
を賜りました皆様に深く感謝申し上げます。

厚生労働省　医療現場における暴力・ハラスメント対策教材より
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